
煙管と刻みたばこ

　日本にたばこが伝わり、国内の人々へと広く普及して

行く中、ヨーロッパのパイプや東南アジアの喫煙具をま

ねて作られたものが煙管だと考えられています。

　たばこが伝わった当初は、煙管は持ち手にあたる羅宇

の部分が長く、70 ㎝を越えるものもありました。葉たば

こも粗く刻まれており、たばこを詰めるための火皿も大

きいものでした。

　粗く刻まれたいた葉たばこは、徐々に細く刻まれるよ

うになっていきます。19 世紀前半には毛髪ほどの細さに

なり「細刻（ほそきざ）みたばこ」と呼ばれるようにな

ります。これは、より細かく刻むことで、日本人好みの

味わいになることから生まれたといわれます。

　細刻みたばこが広まると、煙管の火皿が小さくなり、

大きさも携帯しやすいよ

うに小型化され 20 ～ 30

㎝のものが主流となって

いきます。
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